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＜主要渋滞箇所の位置図＞

【解除済箇所】
小島田交差点
お し ま だ

【解除済箇所】
岡谷IC⻄交差点
お か や I C に し

【凡例】

︓⾼速道路
︓⼀般国道
︓主要地⽅道

︓主要渋滞箇所（216箇所）
︓解除済箇所（8箇所）

【解除済箇所】
御影新田池の前

交差点

み か げ し ん で ん い け の ま え

【解除済箇所】
天⻯町３丁目交差点
て ん り ゅ う ち ょ う さ ん ち ょ う め

【解除済箇所】
千曲病院入口

交差点

ち く ま び ょ う い ん い り ぐ ち

【解除済箇所】
佐久IC⻄
交差点

さ く I C に し

【解除済箇所】
南軽井沢
交差点

み な み か る い ざ わ

【解除済箇所】
坂城 I C入口

交差点

さ か き I C い り ぐ ち



１．これまでの検討経緯
1-1.これまでの検討経緯
1-2.第21回会議での指摘事項と対応方針



1-1.これまでの検討経緯
• 平成24年に選定された主要渋滞箇所（224箇所）について、渋滞状況のモニタリングを実施。
• 第15回（平成29年）に「小島田交差点」、第18回（令和2年）に「岡谷インター⻄交差点」、第20回（令和3年）に

「御影新田池の前交差点」、第21回に「南軽井沢交差点」等の5箇所が解除され、主要渋滞箇所は現在216箇所。
• 前回の委員会では、新たなマネジメントルールに基づき、主要渋滞箇所の5箇所の解除が決定。
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お し ま だ お か や

開催回 開催年 内容

第1〜8回 平成17年〜平成23年 ■第1〜2回の検討とパブコメ結果を踏まえ、第3回委員会にてイライラ箇所52箇所を選定。
■第6回までの検討とパブコメ結果を踏まえ、第7回委員会にて依頼箇所8箇所を追加。

第9〜10回 平成24年 ■⺠間プローブを活用して、主要渋滞箇所（224箇所）を選定。
― 平成25年1月 ■主要渋滞箇所を公表。

第11〜15回 平成25年〜平成29年
（5年間）

■⺠間プローブを活用して、224箇所の渋滞状況をモニタリング等を実施。
◇渋滞対策の進捗状況確認 ◇最新の交通状況による分析
◇渋滞対策箇所の効果確認 ◇優先対策箇所の検討状況
◇ピンポイント渋滞対策 ◇主要渋滞箇所「小島田交差点」の解除

第16回 平成30年7月
■⺠間プローブからETC2.0に変更し、モニタリングを実施。
◇渋滞対策の進捗状況確認 ◇最新の交通状況による分析
◇渋滞対策箇所の効果確認 ◇優先対策箇所の検討状況
◇ピンポイント渋滞対策

第17回 令和元年7月 ■ETC2.0でモニタリングを実施。

第18回 令和2年9月
■主要渋滞箇所「岡⾕インター⻄交差点」の解除。
■主要渋滞箇所のマネジメント見直し方針（マネジメントサイクル）を決定。
■コロナ情勢に伴う交通状況分析（速報）。

第19回 令和3年3月 ■コロナ情勢に伴う交通状況分析（令和2年の年間報告）。
■主要渋滞箇所のマネジメントの見直し内容を承認。

第20回 令和3年８月
■主要渋滞箇所「御影新田池の前交差点」の解除。
■新たなマネジメントルールに基づく主要渋滞箇所の解除候補箇所の提案。
■ピンポイント対策、TDMについての報告。

第21回 令和4年3月 ■主要渋滞箇所5箇所の解除。
■ピンポイント対策、TDMについての報告。

第22回
（今回） 令和4年8月 ■新たなマネジメントルールに基づく主要渋滞箇所の解除候補箇所の提案。

■ピンポイント対策、TDMについての報告。

み な み か る い ざ わみ か げ し ん で ん い け



1-2.第21回会議での指摘事項と対応方針

4

■意見・指摘事項 ■確認事項と対応方針

1. ピンポイント渋滞対策について

（１）対策を実施した上塩尻東交差点について、
モニタリングを⾏うこと ⇒ • 交通量調査及びETC2.0プローブデータを基に、

交通状況のモニタリングを実施。

２．TDMによる渋滞対策について

（１）松本市で実施しているノーマイカーデーの取組等と
どのように連携していくかを検討すること ⇒ • 松本市が実施しているTDM関連施策を踏まえ、

今年度の実施方針を検討。



２．今回会議の論点
2-1.第22回会議での審議事項・報告事項



2-1.第22回会議での審議事項・報告事項
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議事 審議事項・報告事項 掲載頁

3.主要渋滞箇所の対策実施について

●対策進捗状況【報告事項】 8

●最新の交通状況による分析【報告事項】 10

●解除候補箇所の提案【審議事項】 13

4.ピンポイント渋滞対策について
●上塩尻東交差点のモニタリング結果【報告事項】 30

●次のピンポイント渋滞対策検討箇所の選定【報告事項】 34

5.TDMについて ●松本市内のTDM施策【報告事項】 38

• 以下の議事について、主要渋滞箇所の対策進捗状況・モニタリング結果を踏まえた解除候補箇所の取り扱いや今後の対策⽅針
などについて、委員の⽅々より、ご意⾒をいただきたいと考えています。



３．主要渋滞箇所の対策実施について
3-1. 渋滞対策の進捗状況の確認
3-2. 最新の交通状況による分析

(1)モニタリング期間について
(2)⻑野東バイパスの開通後の状況

3-3. 主要渋滞箇所の解除ルール
3-4. 解除候補箇所
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３-1.渋滞対策の進捗状況の確認 ＜主要渋滞箇所の渋滞対策進捗状況＞

◆ ⻑ 野 県 内 の 主 要 渋 滞 箇 所 ( 2 2 4 箇 所 ) の 渋 滞 対 策 進 捗 状 況
選定項目 選定の指標 年度

該当
箇所数

対策
検討中

対策
実施中

対策
実施済

解除済

渋滞多発
平日における速度低下箇所
・平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入全方向）
・平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入1方向以上）

R3年度 93 37 32 20 4

（R2年度） (93) (41) (31) (20) (1)

特定日に渋滞
休日における速度低下箇所
・休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入1方向以上）

R3年度 7 5 2 0 0

（R2年度） (7) (5) (2) (0) (0)

本委員会における
意見箇所

過去における抽出箇所
（渋滞が確認されている箇所）

R3年度 9 3 3 1 2

（R2年度） (9) (3) (4) (1) (1)

パブコメにおける
追加意見箇所

・追加意見箇所の渋滞が最新データで確認された箇所
・道路管理者（自治体）、事業者等からの追加意見箇所

R3年度 115 83 24 6 2

（R2年度） (115) (85) (22) (8) (0)

合計
R3年度 224 128 61 27 8

（R2年度） (224) (134) (59) (29) (2)

• H24年度に選定された主要渋滞箇所（224箇所）のうち、今年度までに8箇所が解除済。
• 残る216箇所の主要渋滞箇所の内訳は、対策検討中が128箇所（約59％）、対策実施

中が61箇所（約28％）、対策実施済が27箇所（約13％）。
• また、主要渋滞箇所の中でパブコメにおける追加意⾒で選定された箇所（115箇所）のうち、

対策実施中は24箇所、対策実施済は6箇所、解除済箇所は2箇所。
• 対策検討中の箇所については、計画的な渋滞解消に向けて、優先対策箇所の選定やハード

施策（短期・中⻑期対策）やソフト施策（信号現⽰調整やTDM施策等）の渋滞対策メニ
ューの検討を進める。



• R3年度に、下記の２箇所に関する事業が完了し、27箇所が対策実施済となった（解除済箇所は除く）。
鎌⽥交差点、博労町交差点︓（都）内環状南線鎌⽥〜中条
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３-1.渋滞対策の進捗状況の確認 ＜対策「実施済」箇所＞

◆ 対 策 実 施 済 箇 所 の 位 置 図 ◆ 対 策 実 施 済 事 業 及 び 該 当 交 差 点

【凡例】

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

実施済箇所
（新規）

実施済箇所

（都）内環状南線
鎌田～中条
「鎌田交差点」、
「博労町交差点」

か ま だ

事業
主体 事業名 対策完了年⽉ 交差点名

県

（都）二の丸豊田線 本町〜栄町 H20.3
深志二丁目
中央⼀丁目

（国）117号 ⻘⽊島拡幅（交付⾦） H22.2 ⻘⽊島

（国）403号 柴（交付⾦） H25.2 柴

（国）147号 新田 （県単交通安全(交差点改良)） H26.10 新田

（国）406号 村山橋 H27.5 村山町

（⼀）与地⾠野線 羽場 交差点改良（交付⾦） H27.8 羽場

（国）147号 梓橋 （国補交通安全(交差点改良)） H28.3 梓橋駅入口

市単独川合新田中央線交差点改良事業 H28.5 （仮称）⺟袋東

（国）403号井上町交差点〜幸⾼町交差点 H30.3 須坂⻑野東IC⻄

（国）153号伊南バイパス H30.11 琴平町

（主）飯島飯田線 羽場〜北⽅ R2.3 松川橋

⻑野駅周辺第二⼟地区画整理事業 R2.3 南部小北

（都）内環状南線鎌田〜中条（中条） R3.4
鎌田

博労町

国

中部横断⾃動⾞道（⼋千穂⾼原〜佐久南） H30.4 浅間中学⻄

（国）18号 ⻑野東バイパス R3.3

上千田
南俣
上⾼田北
⻄尾張部
東和田
運動公園南入口
北尾張部
柳原北
東和田⻄
南⻑池

（国）18号 交差点改良 R3.3 上塩尻東
合計 27箇所（解除箇所を除く）

※１つの交差点に対し、複数の事業が対策として挙げられている場合は、
全ての事業が完了した場合に「実施済」とする。

ば く ろ う ま ち



国道18号
⻄和⽥

３-2.最新の交通状況による分析 ＜(1) モニタリング期間について＞
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出典︓直轄トラカンデータ 2019年1⽉〜12⽉、2021年1⽉〜12⽉

■直轄トラカンデータ2019年、2021年⽐較（9か所・12h計）■直轄トラカン位置

• 県内の交通量について、直轄トラカンデータ（2021年1⽉〜12⽉）より集計を実施した結果、2021年の交通量は年間を通じ
て、コロナ期以前の2019年と同程度である。

• そのため、主要渋滞箇所のモニタリングについては、2021年1⽉〜12⽉のETC2.0データで分析を実施。
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⻑野市柳原

⻑野市北⻑池

柳原北

東和田

上高田北

⻄尾張部

南俣

運動公園南入口

北尾張部

至千曲市

至
松
本
市

エムウェーブ

南⻑池

東和田⻄

上千田

屋島橋主 ⻑野須坂インター線

至 信濃町

• R3年3⽉27⽇に⻑野東バイパス（⻑野市柳原〜北⻑池間）が開通。これにより東外環状線がネットワークとして接続。
• 並⾏する幹線道路の交通量は２割減少、東和田交差点の朝ピーク時渋滞は解消、柳原北⇔上⾼田北交差点間の朝ピーク時

所要時間は３分短縮。
• ⻑野東バイパスに並⾏する主要渋滞箇所を含む国道18号では、開通前に⽐べて旅⾏速度が向上している傾向。
• 主要渋滞箇所の解除ルールに基づき、2年分のデータが揃った段階で、解除判定を⾏う。

３-2.最新の交通状況による分析 ＜(2)⻑野東バイパスの開通後の状況＞
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⻑野東バイパス
並⾏する直轄国道
その他

⻑野東バイパスの渋滞対策効果
が期待できる主要渋滞箇所

⻑野東バイパス

国⼟地理院地図

善光寺

地図出典︓地理院地図

国⼟地理院地図

至
松
本
市

至 千曲市

至 信濃町
＜位置図＞

⻑野東バイパス

0

100

200

300

400

開通前 開通後
0

100
200
300
400
500
600
700

開通前 開通後

(m) (m)
630 370

0 0

（南側流⼊部) （東側流⼊部)

渋滞
解消

東和田交差点 最⼤渋滞⻑の変化
朝ピーク時間帯(7〜10時)

渋滞
解消

開通前 開通後 開通前 開通後
調査⽇ 開通前︓R2年9⽉9⽇(水) 開通後︓R4年3⽉15⽇(火)

バイパスに並⾏する国道18号の所要時間の変化

上
高
田
北

柳

原

北

朝ピーク時間帯(7時台)

出典︓ETC2.0プローブデータ 開通前︓R2年9⽉1〜30⽇
開通後︓R4年3⽉1〜31⽇

開通前(R2.9平均) 16分

開通後(R4.3平均) 13分

開通前 18分

開通後 15分
3分
短縮

3分
短縮

Ａ－Ａ断⾯における交通量変化

開通区間

並⾏する
幹線道路

30,200

24,700
6,900

18,600

5,500 4,800

23,400 約２割減

調査⽇ 開通前︓R2年9⽉9⽇(水) 開通後︓R4年3⽉15⽇(火)
開通前 開通後

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000（台/12h）

国道18号

長野東BP

村山線内停車場線村山綿内停車場線

前:23,121 
後:17,541

(-5,580)

前:5,399 
後:9,938
(+4,539)

前: －
後:6,850
(+6,850)

前:開通前の断⾯交通量 （台/12h）
後:開通1年後の断⾯交通量（台/12h）
(後ー前の断⾯交通量)
※調査⽇ 開通前︓R2年9⽉9⽇(水)

開通後︓R4年3⽉15⽇(火)

Ａ

Ａ



3-3.主要渋滞箇所の解除ルール
• 主要渋滞箇所の解除は、第19回協議会において2つの考え⽅を追加し、以下の3つのルールで検討。

①対策実施後2年間指標クリア箇所、②3年連続指標クリア箇所、③箇所別の分析が必要と考えられる箇所
• 本会議では、データに基づき解除ルールに該当する解除候補箇所を検討。本⽇の審議を踏まえ、現地状況の確認を⾏い次回委

員会にて解除の判断を審議頂く予定。
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◆解除検討フロー

既存対策事業の完了

2年連続で

３指標をクリア

主要渋滞箇所
（216箇所）

対策完了後
2年分データが蓄積

最新2年分データ
による渋滞状況

解除候補箇所

データ
蓄積箇所

継続監視箇所

完了後2年以上

データなし

基準を

満たさない

完了後2年以上

データあり

対策中、未対策

対策完了

現地状況確認

委員会による
審議箇所別の分析で

解除が妥当

新たな指標等
による箇所別の分析

3年連続で３指標をクリア

解除候補箇所

YES

NO
YES

NO

YES

旅行速度での評価が
適切でない箇所

最新３年データ
による渋滞状況

【主要渋滞箇所の３指標の基準】

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上

ルール① ルール②ルール③
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3-4.解除候補箇所の提案【ルール①：対策実施後2年間指標クリア箇所】

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（流入全⽅向）
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）

• 対策実施から2年以上が経過した交差点のうち、松川橋交差点は2年連続モニタリング指標をクリア。
• 松川橋交差点をルール①での解除候補箇所として抽出。
◆モニタリング結果（ルール①：対策実施後２年経過箇所）

管轄 No. 主要渋滞箇所名 対策実施 R2（R2.10〜11） R3（R3.1〜12）
指標① 指標② 指標③ 指標① 指標② 指標③

⻑野県 1 深志二丁目交差点 H20.3 8.1 7.1 7.2 8.6 8.6 7.9

⻑野県 2 中央一丁目交差点 H20.3 9.8 8.7 9.1 9.8 8.7 9.9

⻑野県 3 ⻘⽊島交差点 H22.2 16.1 5.5 19.9 16.2 6.4 21.1

⻑野県 4 柴交差点 H25.2 18.3 14.9 21.4 18.1 14.7 21.7

⻑野県 5 新田交差点 H26.10 16.3 14.4 14.1 16.7 15.9 16.1

⻑野県 6 村山町交差点 H27.5 23.6 12.5 27.5 23.8 12.6 28.0

⻑野県 7 羽場交差点 H27.8 27.7 21.4 28.8 21.1 16.9 24.0

⻑野県 8 梓橋駅入口交差点 H28.3 4.5 2.2 8.0 5.1 2.5 7.8

⻑野県 9 （仮称）⺟袋東交差点 H28.5 15.7 11.3 17.3 15.5 11.1 18.3

⻑野県 10 須坂⻑野東IC⻄交差点 H30.3 9.6 5.3 13.3 8.7 5.3 12.5

⻑野県 11 琴平町交差点 H30.11 14.1 14.7 15.4 14.0 15.2 15.4

⻑野県 12 浅間中学⻄交差点 H30.4 20.8 17.2 19.5 20.5 19.0 18.9

⻑野県 13 松川橋交差点 R2.3 24.1 23.1 24.3 29.1 26.3 29.9

⻑野県 14 南部小学校北交差点 R2.3 11.7 8.9 13.0 11.8 8.7 13.3

ふ か し に ち ょ う め

ちゅうおういっちょうめ

あ お き じ ま

しば

し ん で ん

むらやままち

は ば

あずさばしえきいりぐち

（かしょう）もたいひがし

す ざ か な が の ひ が し I C に し

ことひらちょう

あ さ ま ち ゅ う が く に し

なんぶしょうがっこうきた

ま つ か わ ば し

ま つ か わ ば し

審議事項



松川橋交差点

まつかわばし
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3-4.解除候補箇所の提案【ルール①：対策実施後2年間指標クリア箇所】

• 松川橋交差点に関連する事業として、都市計画道路（(主)飯田飯島線）切⽯〜北⽅⼯区が開通（令和2年3⽉）。
• 直近2年間において連続で主要渋滞箇所の指標値をクリア。
• 現地状況も踏まえ、主要渋滞箇所からの解除候補箇所として提案する。

◆松川橋交差点の状況

全体延⻑ L=0.6km
幅 員 W=22.0m
事業期間 平成27年度〜令和元年度
供用年月 令和2年3月

＜事業概要＞

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（流入全⽅向）
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）

R2（R2.10〜R2.11） R3（R3.1〜12）

指標① 指標② 指標③ 指標① 指標② 指標③
24.1 23.1 24.3 29.1 26.3 29.9

＜モニタリング結果＞

＜写真① 松川橋交差点交通状況＞

＜供⽤道路の標準横断図＞

出典︓国⼟地理院地図

＜位置図＞

ま つ か わ ば し

整備前 整備後

都市計画道路（(主)飯⽥飯島線）切⽯〜北⽅⼯区

飯田IC

都市計画道路 羽場大瀬木線

切⽯〜北⽅⼯区
飯田インター⻄

写真①

153

256

256

至
飯
田
山
本
IC

至
岡
谷
JCT

松川橋
交差点

審議事項



15

3-4.解除候補箇所の提案【ルール①：対策実施後2年間指標クリア箇所】

• ⽅向別の旅⾏速度についても、全指標で全⽅向20km/h以上となっている。
◆松川橋交差点の状況

方向A 方向B

指
標
①

指
標
②

指
標
③

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（流入全⽅向）
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）

【ETC2.0データ】R2：R2.10月〜11月、R3：R3.1月〜12月

指標別・方向別旅行速度＜位置図＞

＜航空写真＞

159m 448m DB

A

C

松川橋交差点

24.2
29.3

0
10
20
30
40
50

R2 R3

(km/h)

基準

22.1
26.3

0
10
20
30
40
50

R2 R3

(km/h)

基準

24.5
29.9

0
10
20
30
40
50

R2 R3

(km/h)

基準

29.3 29.1

0
10
20
30
40
50

R2 R3

(km/h)

基準

29.2 29.7

0
10
20
30
40
50

R2 R3

(km/h)

基準

30.4 30.1

0
10
20
30
40
50

R2 R3

(km/h)

基準

ま つ か わ ば し

出典：国土地理院地図

Ｂ
Ｄ

Ｃ

Ａ

松川橋
448m159m

256

256

審議事項
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◆モニタリング結果

※指標②・③は全流入方向のうち、最低速度を表示

• 下原交差点と笹平交差点の2箇所において３年連続で指標をクリア。

◆位置図 ◆航空写真

【凡例】

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

３年連続指標クリア箇所
（対策未完了）

(1)下原交差点
し も は ら

3-4.解除候補箇所の提案【ルール②：3年連続指標クリア箇所】

(2)笹平交差点
ささだいら

至  

大
町
市

至  

長
野
市
街

至  

松
本
市

し も は ら ささだいら

＜3年連続指標クリア箇所＞

※なお、上野バイパスは交差点北側まで延伸する３期工事の計画あり

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（流入全⽅向）
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）

(1)下原交差点

(2)笹平交差点

※表中の「－」はセンサス対象道路でないため速度集計できない区間

審議事項

A B C D A B C D A B C D

⻑野県 (1) 下原
しもはら

交差点
一般国道

144号
実施中 （国）144号 上野バイパス 39.2 35.4 30.9 - 28.9 31.8 39.2 35.2 30.9 - 28.5 31.5 37.0 35.5 30.5 - 28.6 31.5

⻑野県 (2) 笹平
ささだいら

交差点
県道⻑野
大町線

検討中 - 39.2 32.8 - 30.9 32.8 39.3 30.6 - 25.2 32.3 41.1 31.6 - 29.8 32.6

指標② 指標③

速度状況（H31.1〜R1.12） 速度状況（R2.10〜R2.11） 速度状況（R3.1〜R3.12）
指標①

指標② 指標③
指標①

指標② 指標③
指標①事業名管轄 No. 主要渋滞箇所名 主要路線名 検討状況

至 上田市街

C
B

D
A

至 東御市

至 長野原町



0
100
200
300
400
500

0
100
200
300
400
500
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◆下原交差点

指標①・③ 平日・休日昼間12時間 平均通過時間（秒）

（単位:日数） 平日 休日

日数 245 120

20km/h未満 0 1

方向C

方向A

方向B

指標② 平日ピーク時 平均通過時間（秒）

（単位:日数） 平日 休日

日数 245 120

20km/h未満 0 0

（単位:日数） 平日 休日

日数 245 120

20km/h未満 0 0

（単位:日数） 平日

日数 245

20km/h未満 32

（単位:日数） 平日

日数 245

20km/h未満 0

（単位:日数） 平日

日数 245

20km/h未満 1

• 昼間12時間では、平⽇休⽇ともに、全⽅向において20km/hを下回る⽇
はほとんど発生していない。

• 平⽇ピーク時では、⽅向Cにおいて旅⾏速度が20km/hを下回る⽇が32
⽇（13%）発生。

し も は ら

平日ピーク時に数日、速度低下が発⽣しているものの
8割以上の日で速度低下が発⽣していない

■平日 ■休日 旅行速度が20km/hとなる通過時間 ■平日 旅行速度が20km/hとなる通過時間

0
50

100
150
200
250

0
50

100
150
200
250

通
過
時
間
（
秒
）

通
過
時
間
（
秒
）

通
過
時
間
（
秒
）

通
過
時
間
（
秒
） 旅行速度が20km/hとなる通過時間旅行速度が20km/hとなる通過時間

旅行速度が20km/hとなる通過時間旅行速度が20km/hとなる通過時間

0
100
200
300
400
500

通
過
時
間
（
秒
）

0
100
200
300
400
500

旅行速度が20km/hとなる通過時間 旅行速度が20km/hとなる通過時間

国⼟地理院地図

840m

2021m

2400m

Ｄ

ＣＢ

Ａ

上田菅平IC

下原交差点

144

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（流入全⽅向）
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上） 至 上田市街

至 東御市

至 長野原町

計測距離＝
DRMリンク
（主要交差点間距離）

通
過
時
間
（
秒
）

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12

3-4.解除候補箇所の提案【ルール②：3年連続指標クリア箇所】
審議事項
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◆笹平交差点

■平日 ■休日 旅行速度が20km/hとなる通過時間

指標①・③ 平日・休日昼間12時間 平均通過時間（秒）

方向A

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12

指標② 平日ピーク時 平均通過時間（秒）

■平日 旅行速度が20km/hとなる通過時間

ささだいら

• 昼間12時間では、平⽇休⽇ともに、全⽅向において20km/hを下
回る⽇はほとんど発生していない。

• 平⽇ピーク時においては、旅⾏速度が20km/hを下回る⽇はない。

旅⾏速度が20km/ｈを下回る日はない

0
50

100
150
200
250

0
50

100
150
200
250

通
過
時
間
（
秒
）

（単位:日数） 平日 休日

日数 245 120

20km/h未満 0 2

（単位:日数） 平日

日数 245

20km/h未満 0

通
過
時
間
（
秒
）

旅行速度が20km/hとなる通過時間 旅行速度が20km/hとなる通過時間

0
50

100
150
200
250

0
50

100
150
200
250

（単位:日数） 平日 休日

日数 245 120

20km/h未満 0 0

（単位:日数） 平日

日数 245

20km/h未満 0

通
過
時
間
（
秒
）

通
過
時
間
（
秒
）旅行速度が20km/hとなる通過時間 旅行速度が20km/hとなる通過時間

方向B

国⼟地理院地図

笹平交差点

Ｂ

Ａ

Ｃ

592m
1326m

19

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（流入全⽅向）
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以下の箇所（１⽅向以上）

至  

大
町
市

至  

長
野
市
街

至  

松
本
市

19

計測距離＝
DRMリンク
（主要交差点間距離）

3-4.解除候補箇所の提案【ルール②：3年連続指標クリア箇所】
審議事項
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• 評価区間延⻑の設定等により、旅⾏速度を⽤いた指標では、渋滞実態が適切に評価できていない箇所が存在。
• ETC2.0プローブデータの特徴を活かした分析により、箇所毎の渋滞実態を評価。

◆旅行速度による評価が適切でない箇所
（例：交差点間隔が短い区間）

旅行速度での評価が
適切でない箇所は

ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを
活用した

新たな指標等により
箇所毎の渋滞実態の評価

旅行速度での評価が
適切でない箇所は

ETC2.0ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀを
活用した

新たな指標等により
箇所毎の渋滞実態の評価

評価区間の見直し・新たな指標での分析・評価を実施

60㎞/hで走行した場合にも
信号での停止時間が 24秒 以上の場合

旅行速度が20㎞/hを下回る

評価区間（信号交差点間が200mの場合）
旅行速度20㎞/h ⇒ 旅行時間36秒

信号交差点間を60㎞/hで走行した場合の走行時間（12秒）

交差点間隔が短い場合、信号停止時間の影響が大きく
旅行速度では渋滞状況を正しく評価できない

現状の評価指標
指標①平日昼間12時間の平均旅行速度
指標②平日ピーク時の平均旅行速度
指標③休日昼間12時間の平均旅行速度

■旅行速度での評価が適切でない箇所の例
・交差点間隔が短い箇所
・評価区間内に信号が多数存在する箇所
・信号が連続する区間 等

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】



20

◆指標 『渋滞遅れ時間』の算出及び渋滞判定
【手順１】区間設定：信号交差点間を設定（無信号交差点も含め、信号交差点間で束ねる）
【手順２】『渋滞遅れ時間（＝渋滞時の旅行時間※1－非混雑時の旅行時間※2）』の算出

※1：渋滞時の旅行時間：区間延長÷ピーク時旅行速度

※2：非混雑時の旅行時間：区間延長÷基準旅行速度（規制速度）

【手順３】渋滞の判定：信号１サイクルを閾値として設定し判定
（渋滞遅れ時間＞信号１サイクル⇒渋滞有りと判定）

※第18回委員会での指摘を踏まえ各流入部方向別の評価も実施

■箇所別分析の実施方法

• センサス区間またはDRM区間で設定されている従来の評価区間を『信号交差点間※』に⾒直し。
• 渋滞実態を評価するため、『旅⾏速度』ではなく、『渋滞遅れ時間』による評価を実施。
※交差点直近のDRM区間において信号交差点を含む場合には、交差点直近のDRM区間を評価区間として設定

◆「渋滞遅れ時間」の考え方

「旅行速度」では信号停車時間により
低く算出される区間が存在

↓
「渋滞遅れ時間」により

『信号待ち2回以上（1回で捌けない）』
という渋滞実態を評価

「旅行速度」では信号停車時間により
低く算出される区間が存在

↓
「渋滞遅れ時間」により

『信号待ち2回以上（1回で捌けない）』
という渋滞実態を評価

信号ｻｲｸﾙ（120秒）と比較
⇒「渋滞有り」と判定

【手順３：渋滞判定】

交通状況 交差点通過時間（例）

非
混
雑
時

渋
滞
時

信号交差点間
【手順１：区間設定】

100秒

230秒

渋滞遅れ時間130秒

基準旅行速度（規制速度）【手順２】

ピーク時旅行速度【手順２】

速い 速い 速い

信号停止 遅い信号停止 遅い遅い 【手順２】

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】
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• 今回の検討では、既に対策実施済みとなっている下記5箇所の交差点について、箇所別の分析（評価区間の⾒直し・遅れ指標
の分析）を⾏った。

• 浅間中学⻄交差点、深志二丁目交差点については、前回も取り上げているが、継続して分析を実施。

あおきじま

あさまちゅうがくにし

ふ か し に ち ょ う め

は ば

ことひらちょう

152256

418

151

19

361

19

153

158
254

18

147

148

406

18

117

405

403

19

254

143

144

142

152

299

152361

◆分析箇所

【凡例】

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

ルール③の解除候補箇所

③深志二丁目交差点

①⻘⽊島交差点

②浅間中学⻄交差点

④羽場交差点

⑤琴平町交差点

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】
審議事項
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■信号現示

◆青木島交差点 ■位置図

• 従来区間における３指標では、流入部B、C
で基準を下回る。

• 遅れ指標では、各流入部・各流出⽅向ともに
遅れ時間はサイクル⻑未満となっている。

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12

あ お き じ ま

A

B

C

至 千曲市

至 長野市街

評価延⻑
【m】

①ピーク時所要
時間【秒】

②走行時間
【秒】

遅れ時間【秒】
(①-②) 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】 流出方向 遅れ時間
【秒】 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】
直進 9 < 140 16,664 夕
左折 - - - - -
右折 24 < 140 4,213 朝
直進 111 < 140 9,720 朝
左折 53 < 140 26 夕
右折 - - - - -
直進 - - - - -
左折 88 < 140 4,076 朝
右折 - - - - -

30.3 33.7 158

107 19 88 < 140

⻘⽊島 H22.2 126 15 111 < 140

C 27.4 15.5 30.6 263

24 11 12 < 140

B 16.2 6.4 21.1 212

A 33.9

交差点 対策実施 流入部

従来区間での指標 信号交差点間での指標

指標①
【km/h】

指標②
【km/h】

指標③
【km/h】

平⽇ピーク時遅れ指標【遅れ時間とサイクル⻑の⽐較】

サンプル数
平⽇
ピーク
時間帯

流入部 流入部方向別

指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上

至 松代町

117

77

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】
審議事項
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■信号現示

◆浅間中学西交差点 ■位置図

• 従来区間における３指標では、流入部C、D
で基準を下回る。

• 遅れ指標では、各流入部・各流出⽅向ともに
遅れ時間はサイクル⻑未満となっている。

• ⼟地区画整理事業が進められており、今後
交通状況の変化が⾒込まれる。

あさまちゅうがくにし

A

B

C

D

第１現示 第２現示 第３現示 第４現示 第５現示 第６現示

73秒 20秒 44秒 13秒

信号サイクル：150秒 測定日時：平成25年11月11日7時台

至 小諸市

至 佐久穂町

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上

至 

立
科
町

至 

佐
久
市
街

141

44

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】

評価延⻑【m】 ①ピーク時所要
時間【秒】

②⾛⾏時間
【秒】

遅れ時間【秒】
(①-②) 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】 流出⽅向 遅れ時間
【秒】 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】

直進 41 < 150 5,941 夕
左折 57 < 150 1,498 夕
右折 57 < 150 94 夕
直進 18 < 150 5,770 夕
左折 35 < 150 268 夕
右折 41 < 150 2,317 夕
直進 74 < 150 830 夕
左折 92 < 150 1,653 夕
右折 96 < 150 636 夕
直進 38 < 150 1,091 夕
左折 84 < 150 91 朝
右折 65 < 150 72 夕

サンプル数
平日
ピーク
時間帯

交差点 対策実施 流⼊部 指標①
【km/h】

指標②
【km/h】

指標③
【km/h】

従来区間での指標 信号交差点間での指標
平日ピーク時遅れ指標【遅れ時間とサイクル⻑の⽐較】

流⼊部 流⼊部⽅向別

176 38 13 25 < 150

397 73 29 45 < 150

150

D 20.5 19.0 19.9 488 87

C 22.7 20.8 18.9 296 114 27 88 <

浅間中学⻄ H30.4

A 22.8 20.6 21.5

B 28.7 26.2 26.0

44 43 < 150

審議事項



第１現示 第２現示 第３現示 第４現示 第５現示 第６現示

49秒 15秒 37秒 56秒 13秒

信号サイクル：170秒 測定日時：平成25年11月14日8時台

24

■信号現示

◆深志二丁目交差点 ■位置図

• 従来区間における３指標では、流入部A,B,C
で基準を下回る。

• 遅れ指標では、各流入部・各流出⽅向ともに
遅れ時間はサイクル⻑未満となっている。

ふ か し に ち ょ う め

A
B

C

D

至 長野市

至 塩尻市

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上

295

23

善
光
寺
道

143

至 

佐
久
市

至 

松
本
駅

松
本
市
道

号
線

206

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】

評価延⻑【m】 ①ピーク時所要
時間【秒】

②⾛⾏時間
【秒】

遅れ時間【秒】
(①-②) 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】 流出⽅向 遅れ時間
【秒】 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】

直進 67 < 170 1,560 夕
左折 80 < 170 72 夕
右折 78 < 170 657 夕
直進 69 < 170 1,293 夕
左折 93 < 170 577 夕
右折 101 < 170 349 夕
直進 122 < 170 1,145 夕
左折 118 < 170 331 夕
右折 127 < 170 1,484 夕

サンプル数
平日
ピーク
時間帯

交差点 対策実施 流⼊部 指標①
【km/h】

指標②
【km/h】

指標③
【km/h】

従来区間での指標 信号交差点間での指標
平日ピーク時遅れ指標【遅れ時間とサイクル⻑の⽐較】

流⼊部 流⼊部⽅向別

深志二丁目 H20.3

A 9.2 8.8 8.4 161 85 14 70 <

C 11.2 11.2 10.1

B 8.6 8.6 7.9 198 98

39

170

18 80 < 170

124 < 170

D

432 163

170

審議事項
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■信号現示

◆羽場交差点 ■位置図

• 従来区間における３指標では、流入部Bで
基準を下回る。

• 遅れ指標では、各流入部・各流出⽅向ともに
遅れ時間はサイクル⻑未満となっている。

は ば

A

BC

D

1φ 2φ 3φ

113秒 22秒 22秒
170秒 測定日時：

信号現示

青時間（秒）
信号サイクル長： 平成28年7月6日(水)7時台 至 伊那市

至 松本市

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上

203

203

至 

羽
場
駅

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】

評価延⻑【m】 ①ピーク時所要
時間【秒】

②⾛⾏時間
【秒】

遅れ時間【秒】
(①-②) 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】 流出⽅向 遅れ時間
【秒】 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】

直進 38 < 170 6,601 夕
左折 59 < 170 19 夕
右折 59 < 170 69 朝
直進 59 < 170 6,815 朝
左折 32 < 170 3 夕
右折 84 < 170 2,282 朝
直進 67 < 170 3 夕
左折 93 < 170 281 夕
右折 82 < 170 8 夕

サンプル数
平日
ピーク
時間帯

交差点 対策実施 流⼊部 指標①
【km/h】

指標②
【km/h】

指標③
【km/h】

従来区間での指標 信号交差点間での指標
平日ピーク時遅れ指標【遅れ時間とサイクル⻑の⽐較】

流⼊部 流⼊部⽅向別

羽場 H27.8

A 29.2 25.1 33.9 724 104 65 39 <

C 27.4 25.1 30.2

B 21.1 16.9 24.0 1279 180

66

170

115 65 < 170

92 < 170

D

730 158

170

審議事項



第１現示 第２現示 第３現示 第４現示 第５現示 第６現示

49秒 10秒 32秒 9秒

信号サイクル：100秒 測定日時：平成25年10月31日7時台
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■信号現示

◆琴平町交差点 ■位置図

ことひらちょう

A

B
C

D

至 飯田市

至 塩尻市

※ETC2.0プローブデータ 2021.1〜12指標①平⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標②平⽇ピーク時の平均旅⾏速度が20km/h以上
指標③休⽇昼間12時間の平均旅⾏速度が20km/h以上

153

49至 

駒
ヶ
根
駅

至 

天
竜
川

3-4.解除候補箇所の提案【ルール③：箇所別の分析で解除が必要と考えられる箇所】

• 従来区間における３指標では、流入部B、Cで
基準を下回る。

• 遅れ指標では、各流入部・各流出⽅向において
概ね遅れ時間はサイクル⻑未満となっている。

評価延⻑【m】 ①ピーク時所要
時間【秒】

②⾛⾏時間
【秒】

遅れ時間【秒】
(①-②) 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】 流出⽅向 遅れ時間
【秒】 判定 ｻｲｸﾙ⻑

【秒】

直進 39 < 100 5,148 夕
左折 68 < 100 128 朝
右折 61 < 100 249 朝
直進 27 < 100 5,739 夕
左折 49 < 100 330 夕
右折 41 < 100 50 夕
直進 81 < 100 87 夕
左折 106 > 100 18 朝
右折 94 < 100 42 夕
直進 28 < 100 89 夕
左折 30 < 100 139 朝
右折 37 < 100 12 朝

サンプル数
平日
ピーク
時間帯

交差点 対策実施 流⼊部 指標①
【km/h】

指標②
【km/h】

指標③
【km/h】

従来区間での指標 信号交差点間での指標
平日ピーク時遅れ指標【遅れ時間とサイクル⻑の⽐較】

流⼊部 流⼊部⽅向別

262 59 19 41 < 100

100

100

193

11 28 <

C 14.0 15.2 15.4 607 142

B 25.5 19.2 25.1 157 39

55 88 <

琴平町 H30.11

A 30.5 31.1 31.9

164 29 < 100D 35.0 34.8 38.2 1820

審議事項



・下原交差点 ・笹平交差点

27

3-4.解除候補箇所の提案
• 解除候補箇所として、ルール①で1箇所、ルール②で2箇所、ルール③で5箇所を提案。
• 解除候補箇所については、今後、現地確認・関係機関ヒアリング等を実施し、次回委員会で解除について改めて審議予定。

【ルール②︓３年連続指標クリア箇所】

【ルール③︓箇所別の分析で解除が妥当と考えられる箇所】

・⻘⽊島交差点 ・浅間中学⻄交差点 ・深志二丁目交差点
・羽場交差点 ・琴平町交差点

あ お き じ ま

し も は ら さ さ だ い ら

あ さ ま ち ゅ う が く に し ふ か し に ち ょ う め

は ば こ と ひ ら ち ょ う

・松川橋交差点

【ルール①︓複数年連続指標クリア箇所】
ま つ か わ ば し

審議事項



4．ピンポント渋滞対策について
4-1. ピンポイント渋滞対策の概要
4-2. 「上塩尻東交差点」のモニタリング結果
4-3. 次のピンポイント渋滞対策検討箇所の選定
4-4. 「村井下町北交差点」におけるピンポイント渋滞対策案
4-5. 「大塚南交差点」におけるピンポイント渋滞対策案

かみしおじりひがし

むらい しもまちきた

おおつかみなみ



３．取りまとめ⽅法
⼯事実施前後において、ETC2.0データや現地調査結果を⽤いて、整備効果資料を作成。
渋滞緩和の効果（旅⾏速度、信号待ち回数、利⽤者の実感など）、事故低減効果（急減速回数減少など）。
特に優先対策箇所については、10年で全箇所1 回は「短期対策」を実施するように検討。

4-1.ピンポイント渋滞対策の概要
１．経緯

各県ごとに移動性向上委員会において、「主要渋滞箇所」の
現況把握、要因分析、対策検討を実施。

「主要渋滞箇所」の対策は、改築事業もしくは特に対策なし
の状況がH27年度まで続いている。

「主要渋滞箇所」の対策は、改築事業に⻑い年⽉を要する。

少ない費用でスピーディーに対策を実施し、

効果を発現させる方法として、

「ピンポイント渋滞対策」

を検討する。

２．対策の概要
交差点改良、区画線改良など⼤きな改良を必要としない、基本的に⽤地買収を必要としない対策。

【取り組み⽅針】
■スケジュールの設定 ︓ 今回の対策は計画後、数年で対策実施へ ⇒10年で全箇所を実施

■先⾏箇所の選定 ︓ 特に事故ゼロプラン・利⽤者からの要望箇所と重複（早急に事業実施）
■対策案の考え⽅ ︓ ⽤地取得なしで対策できる内容を検討

事故対策内容に渋滞対策を付加（事故対策内容が渋滞対策にもなりうるか確認）

29



4-2.「上塩尻東交差点」のモニタリング結果

30

かみしおじりひがし

• 上塩尻東交差点（国道18号）は、千曲市⽅⾯からの右折⾞両が多く、右折⾞線⻑不⾜により直進・左折⾞両の⾛⾏を阻害
していた。また、交差点規模が⼤きく、停⽌線間距離が⻑いことも渋滞発生要因であった。

• そのため、停⽌線の前出しにより、交差点コンパクト化を図り、捌け台数を増加させる対策を実施。
≪位置図≫

≪広域図≫

長野県上田市
国道18号

18

主要渋滞箇所

上塩尻東交差点

18

交通状況：上塩尻東交差点
至 東御市

至 千曲市

至 千曲市

至

東
御
市

実施後

実施前 右折車両が直進車両を阻害し、渋滞が発生。
交差点規模が大きく、停止線間距離が長いため捌け残りが発生。

右折レーンの延伸により、右折車の直進車への阻害を緩和。
横断歩道・停止線の前出しにより、
⇒交差点をコンパクト化し、交差点の通過時間が減少させ、捌け台数を増加させる

上塩尻東交差点

右折レーンの
停止線を前出し

（1.0m）

横断歩道および
停止線を前出し
右折レーン2.6m
左直レーン3.2m

停止線を前出し
右折レーン6.2m
左直レーン3.8m

右折レーンの延伸
(44m→71m)

至

千
曲
市

至
上
田
駅

至

千
曲
市

至
上
田
駅

上塩尻東交差点

18
18

18
18

≪説明図≫

上田バイパス

上田坂城バイパス

上田バイパス

上田坂城バイパス

18

18

：直進・左折車両
：右折車両

右折車により直進車
両の走行を阻害

捌け残りが発生

捌け残りが発生

：直進・左折車両
：右折車両

かみしおじりひがし

か み し お じ り ひ が し

A

B

C

D

国⼟地理院地図

国道18号上田バイパス
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• 上塩尻東交差点（国道18号）において、R3年3⽉に⾃転⾞横断帯の撤去及び停⽌線の前出しによるコンパクト化を実施。
• 対策前後のETC2.0データ分析と交通量調査を実施、対策前後の交通状況を整理。
• 対策前後の朝ピーク時旅⾏速度について、全流入⽅向で速度が上昇。
• 前回、交通量調査やETCを⽤いた報告を⾏い、渋滞⻑の増加について、ご意⾒を頂いた。

対策前調査⽇︓2020年10⽉〜11⽉
対策後調査⽇︓2021年10⽉〜11⽉

■渋滞⻑の変化（最大渋滞⻑）

■平均旅⾏速度の変化（ETC2.0データ）平日・朝ピーク

≪対策概要≫

右折レーンの延伸により、右折車の直進車への阻害を緩和。
横断歩道・停止線を前出しにより、
交差点をコンパクト化し、交差点の通過時間が減少することで、捌け台数を増加。

対策前調査⽇︓R2年10⽉15⽇(⽊)
対策後調査⽇︓R3年7⽉1⽇（⽊）

≪位置図≫

長野県上田市
国道18号

交通状況：上塩尻東交差点

至上田駅

至 千曲市
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17.0
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かみしおじりひがし

上塩尻東交差点

右折レーンの
停止線を前出し

（1.0m）

横断歩道および
停止線を前出し
右折レーン2.6m
左直レーン3.2m

停止線を前出し
右折レーン6.2m
左直レーン3.8m

右折レーンの延伸
(44m→71m)

至

千
曲
市

至
上
田
駅

18
18

上田バイパス

上田坂城バイパス

：直進・左折車両
：右折車両

A

B

C

D

かみしおじりひがし

C：上田坂城BP D：千曲市

A：上田BP B：上田駅

かみしおじりひがし
前回第21回委員会資料より結果を引用
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＜対策内容及び渋滞要因）＞
●朝ピーク（7時〜10時）

• 今年度、交通量調査（⾃動⾞等交通量・渋滞⻑）をR4年7⽉14⽇（⽊）を追加で実施。
• 渋滞⻑調査の結果については、対策前、対策後1回目、2回目（今回）でばらつく結果となった。
• 本交差点の渋滞要因は、先詰まりや沿道出入⾞両等が挙げられ、その⽇の状況により渋滞⻑がばらつくことが想定される。

右折レーンの
停止線を前出し

横断歩道および
停止線を前出し

停止線を前出し

右折レーン
の延伸

至

千
曲
市

至
上
田
駅

18
18

上田バイパス

上田坂城バイパス

：直進・左折車両
：右折車両

A

B

C

D

先詰まり
（B流入部）

沿道利用車両
（商業施設、倉庫）

要因：右折・対向車、
大型車混入台数

要因：⻘信号時間と
交通量とのバランス、

大型車混入

●夕ピーク（16時〜19時）

渋
滞
⻑
（ｍ）

＜渋滞⻑の変化（最大渋滞⻑）＞

要因：先詰まり

至 千曲市

至 上田市

至 千曲市

至 上田市

先詰まり

先詰まり

沿道出入 至 上田市

至 千曲市

沿道出入

至 上田市

至 千曲市

かみしおじりひがし

要因：右折・対向車、
大型車混入台数 要因：交通集中

渋
滞
⻑
（ｍ）
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• ETC2.0プローブデータを基に、交通量調査実施⽇が含まれる1か⽉間の区間別時間帯別平均旅⾏速度を分析。
• A⽅向（上田BP）は、整備前後において旅⾏速度が20㎞/h未満となる区間に⼤きな変化がない。
• D⽅向（千曲市）は、整備後において、旅⾏速度が20㎞/h未満となる区間が短縮。
• ⼀定期間で捉えた場合、平均旅⾏速度が上昇しており、ピンポイント渋滞対策の効果は出ているが、その効果は限定的であり、
渋滞解消には至っていない。

＜旅⾏速度図（DRM区間別）＞

N

対
策
前

対
策
後

N

07:00 36.32823584 19.478 # 24.26200142 40.42 47.68 48.34788646 41.627 29.744
08:00 25.81482939 15.143 # 29.25042352 40.27 45.83 40.30018997 35.254 26.44
09:00 31.15327408 17.262 # 31.57729494 43.73 46.49 44.3398476 34.863 27.21
10:00 25.16213542 14.541 # 28.99130884 43.26 45.28 44.55378208 25.232 26.495
11:00 23.7128479 13.465 # 26.90763905 39.25 31.08 40.53798263 31.303 28.263
12:00 33.81046893 16.55 # 27.28503303 38.64 42.44 43.0765582 30.754 24.445
13:00 38.82235926 20.056 # 24.72297635 42.85 33.18 43.12080316 31.985 26.725
14:00 34.97639984 17.842 # 27.89983177 42.05 44.93 43.63384509 33.652 26.438
15:00 37.45005439 20.836 # 27.92424571 43.09 38.92 38.87227991 31.169 22.227
16:00 34.01711928 17.785 # 24.06265794 35.34 40.23 41.3775946 30.042 23.434
17:00 33.83959867 18.836 # 26.12369654 37.96 39.25 40.13875124 28.907 19.385
18:00 20.64483562 14.006 # 24.40939246 34.03 41.8 40.55625619 19.826 20.409

対
策
前

対
策
後

至
千
曲
市

至
上
田
駅

至
上
田BP

至 上田坂城BP

至
上
田
坂
城BP

至 上田駅

至 千曲市

07:00 32.92113209 18.433 # 23.25466907 38.53 45.86 47.35127706 40.241 32.373
08:00 17.1969969 13.501 # 25.64097718 29.55 43.92 40.48776584 32.31 25.931
09:00 22.25267019 14.508 # 33.94092286 45.59 46.9 45.38530382 34.137 29.083
10:00 18.09051688 13.502 # 28.76998413 45.3 46.42 45.00118925 36.012 29.934
11:00 15.2477781 11.806 # 26.6876257 36.58 35.9 40.3907434 27.586 25.268
12:00 30.71493428 16.855 # 26.77574429 35.71 42.51 43.28305504 24.34 24.675
13:00 35.71703021 18.671 # 29.14255102 43.48 44.16 41.74934175 28.788 27.939
14:00 30.18052229 17.72 # 28.06870028 41.86 44.92 38.99704568 33.891 23.16
15:00 28.73315295 15.353 # 24.08276725 40.53 42.67 40.90348069 33.199 24.826
16:00 31.03119324 15.12 # 23.97494681 39.83 28.49 41.20144194 30.328 22.452
17:00 27.12817484 17.302 # 24.95899568 33.04 39.7 39.65304935 31.848 23.279
18:00 14.72538734 12.538 # 23.82630397 30.42 41.05 41.36759121 30.729 22.605

混雑が緩和＜ETC2.0データ（15分単位集計）＞
対策前調査⽇︓2020年10⽉、対策後調査⽇︓2021年10⽉

約570m

D⽅向（千曲市）A⽅向（上⽥BP）

約1140m

約280m

かみしおじりひがし
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箇所名 市町村

19 大塚交差点 ⻑野市

20 南俣交差点 ⻑野市

21 岩門⻄交差点 上田市

22 平田交差点 松本市

23 鎌田交差点 松本市

24 渚一丁目交差点 松本市

25 白板交差点 松本市

26 新橋交差点 松本市

27 中御所交差点 ⻑野市

28 県庁前交差点 ⻑野市

29 ⻑地交差点 岡⾕市

30 深志二丁目交差点 松本市

31 市⺠芸術館前⻄交差点 松本市

32 南松本交差点 松本市

33 綱島交差点 ⻑野市

34 中河原交差点 茅野市

35 伊那市駅前交差点 伊那市

• 優先対策箇所（主要渋滞箇所と事故危険区間及
び利⽤者要望箇所と重複する箇所（35箇所））の
うち、R4年度に、対策実施箇所を選定、事故対策を
検討する予定。

• R4年度に、⼤塚南交差点、村井下町北交差点につ
いて着手する予定。

※事故対策と渋滞対策に効果のある主な対策
■右左折レーンの設置
■停⽌線の前出し（コンパクト化）
■滞溜⻑の延伸 など

事故危険区間
（847箇所）

利用者要望箇所
（222箇所）

主要渋滞箇所
（216箇所）

78箇所 44箇所

タクシー、バス、
トラック協会からの

指摘箇所

▼優先対策箇所（35箇所）

箇所名 市町村

1 中央東交差点 上田市

2 住吉交差点 上田市

3 村井下町北交差点 松本市

4 新村交差点 松本市

5 大塚南交差点 ⻑野市

6 東和田交差点 ⻑野市

7 住吉南交差点 上田市

8 大屋交差点 上田市

9 打沢交差点 千曲市

10 杭瀬下交差点 千曲市

11 運動公園南入口交差点 ⻑野市

12 荒⽊交差点 ⻑野市

13 常田交差点 東御市

14 中央五丁目 上田市

15 篠ノ井橋南交差点 千曲市

16 丹波島橋南詰交差点 ⻑野市

17 常田3丁目交差点 上田市

18 古戦場入口交差点 ⻑野市

今年度実施予定

うえだ

うえだ

うえだ

うえだ

うえだ

うえだ

おおつか

みなみまた

いわかどにし

ひらた

かまだ

なぎさいっちょうめ

しらいた

しんばし

なかごしょ

けんちょうまえ

おさち

ふかしにちょうめ

しみんげいじゅつかんまえにし

みなみまつもと

つなしま

なかがわら

いなしえきまえ

まつもと

まつもと まつもと

まつもと

うえだ

まつもと

まつもと

まつもと

まつもと

まつもと

まつもと

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

ながの

おかや

ちくま

よしの

いな

ちくま

ちくま

とうみ

お お つ か み な み む ら い し も ま ち き た

ちゅうおうひがし

く い せ け

すみよしみなみ

すみよし

むらいしもまちきた

にいむら

おおつかみなみ

おおや

うっさわ

うんどうこうえんみなみいりぐち

あらき

ひがしわだ

ときだ

ちゅうおうごちょうめ

しののいばしみなみ

たんばじまばしみなみづめ

ときださんちょうめ

こせんじょういりぐち



4-4. 「村井下町北交差点」におけるピンポイント渋滞対策案
• 村井下町北交差点では、交差点規模が⼤きく停⽌線間距離が⻑いため、右折⾞両の捌け残りが滞留。
• 右折⾞線の停⽌線の前出しを⾏うことで、右折⾞両の捌け台数の向上を図る。
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む ら い し も ま ち き た

むらい しもまちきた

村井下町北交差点

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫≪交通状況≫

対策後

対策前

：右折交通：通常交通

至

上
高
地

至

佐
久
市

捌け残りが発生

停止線を前出し

至

上
高
地

至

佐
久
市

停止線を前出し

停止線を前出し

停止線を前出し

至 松本駅

至 松本駅

至 塩尻市

至 塩尻市

村井下町北交差点

捌け残りが発生

捌け残りが発生

●交差点規模が大きく、停止線間距離が長いため捌け残り
が発生

●停止線を前出し。⇒交差点がコンパクトになり、
交差点の通過時間が減少。捌け台数が増加。

村井下町北交差点

：主要渋滞箇所

至

佐
久
市

至

上
高
地

至 松本駅

至 塩尻市

村井下町北交差点
国道19号

至 上高地

至 佐久市

国⼟地理院地図



4-5. 「大塚南交差点」におけるピンポイント渋滞対策案
• ⼤塚南交差点では、⻄側に隣接する更北中学校東交差点から路肩を利⽤して４列で滞留。
• 現状の利⽤実態を踏まえた⾞線運⽤の⾒直しを⾏うことで、⼤塚南交差点への流入交通を整流化し、渋滞を緩和。
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≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫
交通状況

長野県長野市
国道18号

18

至 長野市街地

⼤塚南交差点

主要渋滞箇所

写真①

至千曲市

対策後

対策前

車線運用の変更
（右折ポケットの設置）

大塚南
交差点

大塚南
交差点

更北中学校東
交差点

◆大塚南交差点西側の更北中学校東交差点において、
第1車線に左折車両と直進車両が２列で滞留

大塚南交差点

更北中学校東交差点

至 長野市街地

大塚南交差点

①

②

写真②

◆合流車両が並び、渋滞が
隣接交差点まで延伸

おおつかみなみ こうほくちゅうがっこうひがし

おお つか みなみ

◆限られた用地の中で、右折ポケットを設置し、
直進車両（実質3車線確保）の走行性を向上

国⼟地理院地図



5．TDMについて
5-1. 松本市内のTDM施策について

(1)令和3年度の取組み結果
(2)令和4年度の実施方針



5-1. 松本市内のTDM施策について<(1)令和3年度の取組み結果＞

38

• 松本市では、朝の通勤時間帯におけるTDM施策を令和4年1⽉から2⽉の期間で実施。
• 渋滞緩和への取り組みとして、松本市役所および地元企業4社を対象に、通勤時間帯変更の呼びかけを⾏った。

TDM施策概要

①実施時期

令和4年1月4⽇〜2月28⽇（以降、可能な方は取組みを継続）
②対象・協力企業

松本市⺠、松本市役所および協⼒企業（4社）
③実施内容
⾃動車通勤をしている市⺠に時差出勤や混雑ピーク時間を避けて通勤する
ことを要請し、平⽇朝の混雑ピーク時間の分散を図る。

◆各機関への協力依頼 ◆HP掲載文

松本市HP上でも
市⺠への協⼒の呼びかけ ETC2.0データを活用し、

時間帯での所用時間の変化を
示して、時差出勤を促した

紙面による
企業および市役所職員への

平⽇朝混雑時を避けた出勤の依頼
およびアンケート
協⼒のお願いを実施

HP掲載資料



5-1. 松本市内のTDM施策について<(1)令和3年度の取組み結果＞
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• 取組みに参加し、アンケートに回答頂いた⽅は44名（市内32名、市外12名）。参加回数は1回が約8割。
• 通常に⽐べ45分程度出勤を早めた⽅が多く、通勤時間帯は6:30以前〜7:15が多かった。
• 約5割の⽅が「普段よりスムーズに通勤できた」旨の意⾒が挙がったものの、勤務形態が変わらないこと等の課題も挙がっている。
◆アンケート参加者・参加企業 ◆取組み前後の出勤（到着）時間

◆取組みに関する意見（自由記述）

取組み前
7:30〜8:30が多く

取組み時
6:30以前〜7:15が多い

※広報資料では7:15以前の
所要時間短縮を周知

プラス
意見

・スムーズに通勤できた
・車の燃費が改善された
・気持ちに余裕をもって運転できた

マイナス
意見

・信号の影響でさほど変わらなかった
・勤務終了時刻が変わらないと、残業が増えることになり、

会社や個人の負担が増える
・通勤時間を早めるため、家事・育児を家族に任せざるを得ない

取組参加企業
主要渋滞箇所

19

158

143

◆出勤時間の変化◆参加回数

〇出発地
松本市内 松本市外

32名 12名

(N=44)

(N=44)

(N=44)
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• 取組み参加者のアンケート結果にあるように、出勤時間が30分早まると、各道路区間の旅⾏速度が⾼いことが確認できる。
• ただし、TDMの取組参加者数や参加⽇は限定的であり、地域の渋滞緩和に向けては取組の拡⼤等が必要。
◆松本市内の主要道路の旅行速度

◆時間帯の違いによる主要区間の旅行速度、所要時間

南北方向
（R19）
延⻑:約10.6km

東⻄方向
（R158,R143）
延⻑:約9.7km

平
瀬
口

16.9km/h (37分49秒)

15.2km/h (41分54秒)

18.8km/h (31分03秒) 市
⺠
芸

術
館
⻄

三
溝

新
田 21.9km/h (26分38秒)

(2022年1月 平日 7:30平均) (2022年1月 平日 7:00平均)

※ データ︓ETC2.0データ（2022年1⽉ 平⽇）
様式2-1を⽤いて集計

村
井

平
瀬
口

18.8km/h (33分50秒)

19.6km/h (32分30秒)

24.2km/h (24分12秒) 市
⺠
芸

術
館
⻄

三
溝

新
田 25.5km/h (22分58秒)

村
井

南北方向
（R19）
延⻑:約10.6km

東⻄方向
（R158,R143）
延⻑:約9.7km

【7:30平均】 【7:00平均】

平瀬口

村井

市⺠芸術館⻄

三溝新田

平瀬口

村井

市⺠芸術館⻄

三溝新田

5-1. 松本市内のTDM施策について<(1)令和3年度の取組み結果＞
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• 昨年度の取組結果を踏まえ、松本市では時差出勤をはじめとしたTDMに協⼒頂く企業の拡⼤を図る予定。
• 渋滞情報の提供やパークアンドライド等、松本市が現在取り組んでいる対策とあわせてTDMの推進を図る。
• ETC2.0データによる交通分析結果の提供等により、これらのTDMの取組を支援する。

TDM対策メニュー
時間帯の変更 時差出勤

手段の変更
バスや鉄道の利用促進
（パークアンドライド）

自転車の利用促進

経路の変更 経路誘導

発生源の調整 テレワーク
モバイルワーク

自動車の効率的利用 相乗り

TDM協力企業
（企業数の拡大を予定）

情
報
等
提
供

パークアンドライド
※市内7箇所設置。駐⾞台数増加等取組中

リアルタイム渋滞情報の提供（周知）
※市のホームページにリンクを設置

◆松本市が実施中のTDM施策 ◆交通分析結果

情
報
等
提
供

時間帯別
所要時間等

出典︓⽇本道路交通情報センター︓道路交通情報NOW

5-1. 松本市内のTDM施策について<(2)令和4年度の取組み方針＞


